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２０20年 7月 
南開工業株式会社 
代表取締役社長 

┃ ご挨拶                  ０                                                                

 コロナ禍の影響で時代は大きな転換期を迎えています。そのような大きな変化の中
で、生き残り、そして社会、お客様から強く必要としていただく為には、基本を大切
にしながら、SDGsの考え方のもと、環境の変化に合わせて当社が変化し続け、そして
成長し続ける事が必要であると考えております。 
 
 当社は、「写真用ベースのリサイクル」という仕事で創業し、環境良化事業を主業
務として発展してまいりました。創業時より、お客様と地域の方々から、たくさんの
温かいご支援とご指導、ご協力をいただき、幾多の困難を乗り越えてまいりました。
今また、外部環境の激しい変化などにより厳しい状況がありますが、「ピンチはチャ
ンス」と捉え、当社自身も変化しながら立ち向かっております。  
  
 当社は、富士フイルム㈱様の「TAC」、「印刷用刷版」、富士ゼロックス㈱様の 
「複写機用消耗品」等の再生事業（リユース）と、安全・安心な処理（リサイクル）
、お客様構内での生産活動の請負業務、プラスチックのリサイクルなどを主業務とし
て行っております。また、富士フイルム㈱様の「レンズ付フィルム『写ルンです』」
のリサイクルには長年携わり、これらの事業を通じて培った技術を応用し、国内外で
の事業を展開しております。 
 更に近年は、理念であります 人類の幸福と豊かな生活の実現 に向け、世界に向
けて健康へのお役立ちをさせて頂くことを目指して、ヘルスケア関連事業への取り組
みをグループとして行っております。 
  
 これらの事業の遂行にあたっては、法令の順守、産業廃棄物の収集運搬業・中間処
分業の許可、ISO14001の認証を取得し、常に環境に配慮した安全・安心かつ高レベル
な資源化を進めております。品質面ではISO9001の認証を取得、また、労働安全衛生
レベルの向上のため、OHSAS18001の認証を取得しました。今後もこれらに準拠した運
営を進めて参ります。さらに、現在ISO26000をベースにCSR経営の推進を行っており
ます。 
 
 環境技術の開発推進や、南足柄市との「環境保全遵守協定」の締結等、自然環境及
び地域社会との共生を大切にし、お客様に感動していただける企業活動を目指し続け
ております。 さらに当社は国連が提唱する「人権・労働基準・環境・腐敗防止」に
ついての普遍的原則である「国連グローバル・コンパクト１０原則」への支持を表明
し、その日本組織であるジャパンネットワークに加盟しており、SDGｓへの取り組み
も推進しております。今年4月には、神奈川県SDGｓパートナーとしても登録されて 
おります。 
   
 金太郎の故郷・南足柄、あじさいの町・開成に生まれ育ち、今後も人類の幸福と 
豊かな生活の実現に向け、これまで培ってきた環境技術と改善力、全社員の志を結集
して、社会、お客様のお役に更に立てるよう、「Think globally, Act locally」の
精神で事業活動を推進して参ります。 
 皆様のより一層のご支援、ご指導をお願い申し上げます。  
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沿革 おかげさまで創立50年。これからも、誠実に。 

事　　　業 環　境　　関　係

開成工業㈱下請として個人事業開始 1969年 9月

（有）南開工業設立　フィルム裁断開始 1971年 4月

富士ゼロックス㈱と取引開始、リサイクルを行う 1975年 2月

南開工業㈱設立（資本金800万円） 6月

神奈川県産業廃棄物処分業、収集運搬業許可取得 1978年 6月

1980年 9月 富士ゼロックス㈱協力会社としてデミング賞参考審査を受ける

神奈川県より標準工場の指定受ける 1983年 6月

神奈川県より優良工場表彰 10月

富士写真フイルム㈱「写ルンです」の包装加工開始 1985年 6月

富士写真フイルム㈱様吉田南工場委託業務開始 1987年 1月

吉田工場完成 1988年 1月

富士写真フイルム㈱「写ルンです」のリサイクル開始 1990年 5月

11月 環境庁企画調整局より見学

1991年 3月 NHK、日本経済新聞、テレビ朝日他26社から「写ルンです」リサイクル取材

富士ゼロックス㈱の複写機用ユニット型消耗品・部品の再生開始 1992年 5月

富士ゼロックス㈱のユニット型消耗品リサイクル（製品再生）開始 12月

千津島に総合リサイクルセンター（TRC)完成、リユース専用工場として

業務開始
1996年 5月

6月 足柄上地区行政センター所長より神奈川県環境保全功労者表彰

1997年 1月 富士ゼロックス㈱竹松工場のゼロエミッション達成協力

NHK、日本経済新聞、TBS等取材、横浜弁護士会等見学多数

4月 本社事業所（壗下・千津島）、環境マネジメントシステムISO14001認証取得

神奈川県知事よりかながわ中小企業モデル工場に指定を受ける 1998年 4月

千津島事業所第2リサイクルセンター（ERC）完成 12月

1999年 5月 南足柄市と「環境保全遵守協定」を締結

7月 宮台事業所、環境マネジメントシステムＩＳＯ14001認証取得

資本金8,640万円に増資 2000年 11月

2002年 3月 吉田事業所、環境マネジメントシステムISO14001認証取得

山北事業所業務開始 9月

宮台事業所、品質マネジメントシステムISO9001認証取得 11月

全社拡大、品質マネジメントシステムISO9001認証取得 2004年 5月

吉田事業所　静岡県産業廃棄物中間処理業の許可取得 8月

PETボトルリサイクル業務開始 10月

富山事業所事業開始 2005年 12月 神奈川県知事より「かながわ地球環境賞」　受賞

2007年 3月 南足柄市と「公害防止協定」を締結

2008年 3月 エコキャップ運動開始

6月 環境レポート　初版発行

8月 南足柄市森林ボランティア協議会　加入

一般貨物運送業の許可取得 9月

中村勉が代表取締役会長に、中村仁が代表取締役社長にそれぞれ就任 11月 足柄上県政総合センターから「ごみ不法投棄撲滅」への協力で表彰

エコグッズ生産開始 2009年 7月

エコグッズが財団法人日本環境協会のエコマーク商品の認定を受ける 2010年 4月

国連グローバル・コンパクトへの署名・参加 5月

OHSAS18001：2007認証取得 10月 エコグッズが神奈川県「第１回かながわリサイクル製品」の認定を受ける

本社を壗下事業所へ移転 2014年 2月 エコキャップ運動　ポリオワクチン10万人分突破

熊本事業所事業開始 2013年 9月

2015年 6月 環境大臣より　「環境保全功労者表彰」　受賞

厚生労働大臣より「障害者雇用優良事業所」受賞 9月

掃除大賞2017において「文部科学大臣賞」受賞 2017年 2月

医療機器製造業登録 2月

第三種医療機器製造販売業許可取得 3月

掃除大賞2018において「優秀賞」受賞 2018年 2月

掃除大賞2019において「経済産業大臣賞」受賞 2019年 2月

創立50年を迎える 2019年 9月
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 経営理念である、『当社は人類の幸福と豊かな生活の実現に向け事業に取り組み‘ ︣ ’事業
に関わる全員が高い価値観に共感し、お客様第一主義を貫き、物心共に豊かな生活の実現を目指す』は
ＳＤＧｓの目的である持続可能な社会の実現と一致していると認識している。 
この実現に向け重要度の高い取り組みをＳＤＧｓの１７の目標、１６９のターゲットに照らして検証し
合致するものを抽出した。 

当社のSDGｓの取り組みについて         

ターゲット：2030 年までに、非感染性疾患による若年死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少させ、   
精神保健及び福祉を促進する 

〇従業員一人ひとりが心身ともに健康でいきいきと働くことができる職場環境の構築を目指し、 

かながわ健康企業であることを宣言した。 

〇水素吸入器を全事業所に設置し従業員が自由に吸入できる環境を整え、健康管理を推進している。 

〇パートナー企業と連携し水素吸入器とサラシアのサプリメントを取り扱い一般市場へ健康確保活動に貢献する。 

〇従業員の感染予防の取り組みとして、インフルエンザ予防接種の補助実施と食堂入口にアルコール消毒液の 

設置。 

 

 ターゲット：2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい
仕事及び起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。 

〇外国人技能実習生制度を活用し、定期的に自社工場にて雇用します。 

  業務内容に精通した技術力を段階によって習得・日本語も習得して頂く。 現在３９名を雇用 

〇リーダー・幹部養成講座の研修実施や国家資格、必要資格取得の支援に取り組みます。 

〇全従業員対象にＩＳＯ９００１・１４００１の定期的教育の実施によるスキルアップに取組みます。 

 

 

ターゲット：2030 年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。 

〇女性社員の比率は５割となる。女性の雇用は男平等にし、産休制度、育休制度、介護休暇制度の確立、 

短時間勤務等ライフスタイルに合わせた勤務体制を整える取り組みをします。 

〇障碍者雇用は、受け入れ易い職場環境により長期的な就業可能とし働きがいのある企業を目指して 

取り組みます。 

 

ターゲット：2030 年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別な注意を払うこと
によるものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減する。 

〇地域の小中学校対象にトイレ清掃を学生・保護者・先生と共に定期的に実施します。 

〇毎週各事業所周辺の道路清掃を社員の有志にて実施します。 

〇産業廃棄物処理業として、樹脂・金属の細分別により資源の有効利用を拡大し廃棄量の限りなく 

低減することで環境良化を推進します。 

〇事業所から発生する騒音・振動を定期的に測定し管理する事で、規制値内を遵守します。 

ターゲット：２０３０年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を 

大幅に削減する 

 

〇産業廃棄物処理業として、樹脂・金属の細分別により資源の有効利用を拡大し廃棄量を限りなく低減する 
ことで環境良化を推進します。 

〇リサイクル技術の向上により樹脂容器・パーツの品質向上により再利用率を上げる取り組みをします。   

 



富士ゼロックス㈱様の複写機・プリンターの消耗品の回収拠点として、全国から消耗
品が回収されてきます。その消耗品を一つ一つ仕分け・選別を行い、リユース・リサ
イクルを行います。 

特に大きく分けると、マーキングユニット、トナーカートリッジ、トナー回収 ボト
ルのリユースを行い、そこから 発生するダンボール箱等の紙類、発泡スチロール、
ABSやPSといった樹脂、アルミなどをリサイクルしています。 

► ǶƲ ₴ǵҍ ȏȑɨȳȢȭɩǵ˗ ǲ ȖȑƲ ₴ǲǶ ɪɱȸ̂ɓȡɩ
ɞƼШɩɱǮǠƽǵɨɤɶȷɵɨȳȢȭɩȵȷɄɞὈ ǵǑ ̟ǋșǜǢǭǋǦǧǔȅǞǦƳ 
Ǥǵ♥Ʋ Ш ᴜǵɨɤɶȷɵɨȳȢȭɩƲ˗ҵ ᴜǵɨɤɶȷƲPETɚɆɩɨȳȢȭɩ
ƵƲ ƵǱ ⱦ Ḍ˗ ǵ֝ȑ Ȇș ǪǭȅǋȑȅǞǦƳ˹ȅǮ ǞǦɨɤɶȷɵɨȳ

Ȣȭɩ șɗɶȷǲƲǜȐǲὄЋɵὄⱲș ͑ǮǔȒ ⱦ Ḍ˗ șҍ Ǟ ǘƲ᷂ ṑ
ǵ ׄʣǲҟȈȅǠƳ 

 

1 .  ⱦ Ḍ˗  

□ 複写機・プリンター消耗品のリユース・リサイクル事業 

┃ 事業内容                  ０                                                                
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㈱キングジム様の 

リユースシステムに 

協力しています。 

 

お客様
ご使用 

回収 

選別 

分解 

部品
再生 

検査 

出荷 

㈱キングジム様

組立工程 

破砕 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ原料化 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ再資源化 

Ɵ 事務用品のリユース・リサイクル事業 

部品リユース 

Ɵ 印刷用刷版のリサイクル事業 

ＰＳ版製造工程から発生する 

不良品を回収し、破砕・排紙を行い 

再びアルミニウム原料に戻していますƳ 

富士フイルム㈱ 

吉田南工場様 

回収 

南開工業 

PS版廃紙 

加工作業 

破砕 

溶解 

メーカー 

軽圧 

メーカー 

アルミニウム 
再資源化 

回収業者 

古紙回収
業者 

紙 

アルミ 

微細屑 
混合屑 
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製品として再利用できない樹脂は再び原材料とし、資源の有効活用を図り環境負荷の低減
を図っています。当社は創業当初より、写真用フィルムベースの再原料化に協力しています。 

・フィルムベース等の裁断再原料化 

お客様工程内で発生する廃却フィルムベース等の回収・裁断を行い、 
お客様に原料としてお戻しします。 

・樹脂の破砕、ペレット化 

回収されたプラスチック類を、種類ごとに分別し、破砕・ペレット化します。 

Ɵ 各種プラスチックの再資源化事業 

┃ 事業内容                  ０                                                                

１９７８年に産業廃棄物中間処理業、及び収集運搬業の許可を受け積極的に地球環境の維持・
向上に取り組んでいます。 

産業廃棄物中間処理として、以下を行っています。 

 ・溶融固化   ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ・粉体ﾄﾅｰや発泡スチロールを加熱し、減容化・安定化を図ります。 

 ・エアー洗浄  汚れた容器を圧縮ｴｱｰにより洗浄します。特にﾄﾅｰ付着容器に利用します。 

 ・圧縮      ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを圧縮し、減容します。 

 ・破砕      ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの原料化の前処理として、適切な大きさに破砕します。 

 ・選別      磁力を用い、缶をアルミとスチールに選別します。 

  物流事業の多様性に対応するため 
一般貨物運送業の許可を取得して 
います。 

∕ ыѝɵ֛ ˗  

溶融固化施設    

ɆɈɶȩɶɆɨɁȶ ᶭӓɵ ɧȢɱ 

ɆɈɶȩɶɆɨɁȶы  

当社では、トナー粉塵を含有する産業廃棄物は、40年にわたる経験から、自社開発の独自技術を
組み込んだ安全・安心な設備での処理を行っています。 品質においては材料の再資源化を高レベ
ルで提供しています。 

ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を 溶 融固化後破砕す る 
ラインです。 

トナーを固化させる事により粉じん舞いの懸念をなくし
、安心して破砕する工程です。 

トナーカートリッジを切断することで安全にトナー除去し
、分離したパーツはエアーにて洗浄する工程です。 

パーツを洗浄することにより、きれいな樹脂と金属に
分別する事ができ資源として活用されます。 

溶融固化後   
カートリッジ 

破砕後パーツ 切断設備 切断、洗浄後パーツ 

ɆɈɶȩɶɆɨɁȶў ɵ ɧȢɱ 



Ɵ ҥϐ ˗  

印刷刷版用処理液の充填、包装を行っています。 

7 

創業当初より、リサイクル事業と並行して、トナー充填や包装加工事業を手掛けてきました。 
製品加工の委託業務、労働者派遣業務も請け負っています。 

富士フイルム㈱吉田南
工場様の「排水処理施
設」及び「排ガス処理施
設」の管理を行っていま
す。 

お客様からお預かりし
た写真用自動現像機
の分解・洗浄・補修・
組立を行い再びお客
様にお返しします。 

ᴜқ›ɵ ҵ ˗  

労働者派遣事業許可を取得し、お客様の  
ご要望に応じた人材の派遣を行っております。 

Ɵ Ш Ҳ ϑ ɟɱɄɈɱȷ ҵ Ɵ ֗Ǻ Ȫȷы ҵ 

Ɵ ϹṋɵӋ қ› ҵ 

┃ 事業内容                  ０                                                                

第三種医療機器製造
業の登録を行い、医療
機器・ヘルスケア製品
関連の製造及び加工・
保管業務を行っていま

す。    

Ɵ ӣ ᶅ Ṹɵ ˗  

医療機器製造業登録証 

Ɵ Ȧȱȭɨɶɱ˗  

印刷過程で使用される湿し水の高性能ろ過装置「エコクリーン」の販売・設置、及びカートリッジ
のリース業務を行っています。  

Ȧȱȭɨɶɱ

šȔ ɓɫɶᶫŢ

ӽ
ѱ

ⱦ

Ƚ
ɱ
ȭ

֝ȑɓȡɩȽɶ

Ȳɝ֝ȑɓȡɩȽɶ

Ȧȱȭɨɶɱ

š ♅ǮǔȒҧ Ţ
Ǟ ǵȭɨɶɱӓǲȏȑ ᴜ Ǯǵ ϐ ȠɁɕ
G ƲȠɩȱɶɩǵ Ϲ ↓ǵ ᾜ
Ȣɱȫ̓ ǵ ᾜӓ
Ǟ ǵ˧ ↓ ᾜǲȏȒ Ǟ ∕ ы ǵѹ
Ǟ ǲȏȒɆɧɔɩǵ ᾜ

業界初の油取りフィルターを採用しており、本装置を循環タンクに設置することで、印刷品質トラ
ブル解決のお手伝いをいたします。   



1998 ₴ 4  ѧᶥ ὑ 

 
ɵӧ Ῥ˗ ɵῇӔ˗ ɵӧ Ῥ ˗     

8 

ISO9001 

（品質マネジメントシステム） 

₴ Ὗְ˗  

₴ Ћ Ẏ 

ISO14001 

（環境マネジメントシステム） 

₴ ˗  

₴ Ὗְ˗  

₴ Ћ Ẏ 

Ɵ ǒǱǓȖʴᾛ̔ ɠɅɩ›ḹ Ɵ ṑ ˗  

ɜɋȶɟɱɆȵȷɄɞ ֝♬  

֯ɵ ὑ ǵ֝♬  

Ӳὑ  

1999 ₴  ӳ ⁸ǯ ṑͪЋ ὃӲὑ  
 
2007 ₴  ӳ ⁸ǯЏὡ Ӳὑ  
 
2007 ₴  ǯ ὡ ǲǑǘȒ ͑ ǲ
ǠȒӲὑ  

 
2019 ₴1  ǯ ὡ ǲǑǘȒʝ
ḹ ǯǞǭǵ̓ ǲ ǠȒӲὑ   

 

┃ 認定等の取得状況             0                                                                                       
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Ɵ ∕  ыѝ ֯ 

Ɵ ʝ ∕  ֛ ֯ 

ṑ֓ ᶧ̱ 

ẞ′ ⱦ Ӳ̝ 
ẞ′ ṑͪЋӲ ̝ 
ӊ′ ͪЋӲ ̝ 
ӳ ⁸ ṑ ӓ ˗  
ӳ ⁸ ɚɧɱɄȡȠӲ ̝ 

ṑͪЋ ̝ 
῎ ∕ Ӳ̝ 

5 ἶ ǵ  

ƥ ἶ   5 ,689 1991 ׀ ₴1 2020 ₴3 ᷀  
ƥ ἶК  
 ̔ ὰṲɓȢɩɞɹɵὰṲȺɫɁȭȷɹ֗Ǻ ̝ Ʋ 
      ȻɉɶɹƲɹ ̸ ƲȦɕȻɱƲɹɨȱɶ ̀ 
 ֺ ᶧ̱ ᴜ ἶ̝Ʋ › ̝Ʋᾛ ԍ ᵀ›̝ ̀      
 ἶ ͜ ӳ ⁸Кᾛἶ ɵʴἶ  ɵ ἶ ɵẎἶ̀                                             
 ẞ′ Ʋ ẞ′ ṑ ἶȹɱȽɶ̀  
 ᷂Ḣ  ̝̀ 
 Ẇ  ʴᶮƲȠɟɨȩƲȽȢƲȨɧɱȾ̀                                                               

Ɵ  ∕  ֛ ֯ 

                        0                                                                                       

都道府県 許可番号 産業廃棄物の種類 処理方法

神奈川県 01424025909
廃プラスチック類
汚泥、金属くず

中間処分
(破砕、溶融固化、圧縮、洗浄、切断・洗浄、選別）

静岡県 02221025910 廃プラスチック類 中間処分(破砕、切断）

廃
プラスチック

金属くず 汚泥
ガラス

コンクリート
陶磁器くず

廃酸
廃アルカリ

木くず
紙くず

その他

神奈川県 01414025909 ●
（積替保管）

●
（積替保管）

●
（積替保管）

● ● ● ゴムくず

千葉県 01200025909 ● ●

東京都 1300025909 ● ● ● ●

静岡県 02201025909 ● ●

埼玉県 01102025909 ● ● ●

山梨県 01900025909 ● ● ●

愛知県 02300025909 ● ● ● ●

群馬県 01000025909 ● ●

茨城県 00801025909 ● ●

長野県 2009025909 ● ●

新潟県 01509025909 ● ●

神奈川県 01454025909 ● 廃油・特定有害産業廃棄物

東京都 1350025909 ● 廃油・特定有害産業廃棄物

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

産業廃棄物の種類

都道府県 許可番号

産
業
廃
棄
物

市町村 許可番号 廃棄物の種類

開成町 開環発第94号 ごみ、家電類



Ƽӳ ⁸ ǵͪЋ֗Ǻѫ ǲ ǠȒ ͈ƽǲѸǪǭ         
Ƽ᷂ʤ ֝ ֗Ǻ ̬ ὑ ƽș ɴ Ǜǯǲ⁸ǲḸףǞǭǋȅǠƳ 

10 

Ƽ ẞ′ ṑǵͪЋ ǲ ǠȒ ͈ƽǵ ѰḨ ὃǵǦȈὑ ǲ
ὑș ǋƲ ɵ ǞǭǋȅǠƳ 

Ƽɓɫɱ ї Ѱ ƽǲѸȑƲ ὑ ᴜǵ Ʋɓɫɱ ǵ ș
ǪǭǋȅǠƳ 

ƞ ɵ ɵ Ҳ 

ƞ ᷂ʤ  

ƞ ɓɫɱ   

┃ 環境関連法の順守               練                                  

0                                                                                       

ṑ ὃ  

ṑ ὃǵǦȈǵ șIMSɜɋȶɟɱɆȵȷɄɞǲ ὑǞƲ
ǞǭǋȅǠƳ 

˗ Ʋ ˗ל ǲρǏǦ șὑ ǲὕ ǞƲʠǓʝǲρǏǭǋȅǠƳ 

ʠǓʝǵ ṑ˗ ș ὑǞƲ₴1ᶥ șὕ Ƴᾍꜘ ș ǞǭǋȅǠƳ 

 

ƞ ל˗ ὑ  

Ẏ᷂ ǵ ș ὑǞƲ₴1ᶥЋ ʝ ǵ ֻ șὕ ǞǭǋȅǠ。 

ֺ♫ ᴣǵ☻Ҋșὕ ǲ ǞֻǋƲ ˗ǵ ǮȉȷɞɶȸǱ ǓǮǔȒȏǍƲ

ǞǭǋȅǠƳ 

ƞ ֻ  

AED ḹ  

  ɵṪʤ˗ ˗ҵ ֞̂ȩȤɱȽɶ  

  ӧ Ῥ˗ TRC 1 Њ֥  

  Ὗְ˗ ˗ҵ К  

  ּ ˗ ˗ҵ ֞̂ȩȤɱȽɶ  
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∕ ∕ɕɧȷȿɁȭ ǵП ӓ șׄʣǜǢȒǚǯǲȏȑ᷂ ṑǵ 
ɵׄʣǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ                    

ы Ʋ› ǵ ᵎș ǴƲ˹♥ȉП ӓ ǵׄʣș ȈǭȅǋȑȅǠƳ 

ǲȱɒɶ ǵ̓ ѹ ș ǞǭǋȒʴƲ КǮ ǞǦȱɒɶ
ǵ֦ ǶП ɆȢɪɁɆɘɶɏɶǲǞƲ КǮ̓ ǞǭǋȅǠƳ 

NANKAI П   

ɆȢɪɁɆɘɶɏɶ      

Ɵ ∕ ǵП ӓ 

Ɵ К ∕ ǵП ӓ 

1 ⱦ Ḍ˗  

КǮ♫ ᴣǓ Țǧ♥ǵ ǔ ǶƲ КɨȳȢȭɩ› ǲǭ
П ӓșǞǭǋȅǠƳ 

┃ 環境活動                    0                                                                                       

0
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100

120
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∕ ӓ  
（2015年を100とした指数で表示） 

֞
Њ
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Ƽ ȦɋɩȬɶǵѹ ƽșɄɶɜǲ ǲ
Ҳș ǪǭǋȅǠƳ 

[ὕ ˗ ]  

› ӓƲ ǵ ⱬ⅝Ʋʥ ǵ
Ʋ ρ ǵ ӓƲɅɜɱɇȱɱɆɫɶ

ɩƲ ǵLEDӓ   

Ɵ Ȧɋ Ҳ 

ɘɁɆɚɆɩȫɡɁɕᶥ֛ș ǟǭƲʫ ǵἧǰȉǦǨǲɭȭȿɱș Ȓ 
Ƽ ὑNPO ˲ ʫ ǵἧǰȉǲɭȭȿɱș Ỗᴣ̝ƽș ǞǭǋȅǠƳ 

 2008 ₴3 Ồ 2020 ₴3  

 138,061  ˲ѝ ̈ Ὣ̂  
 

Ʀ 20ЛǮƲʝ˲ѝǵɛɨȨɭȭȿɱǲǱȑȅǠ Ʀ 

ǵ  

ɘɁɆɚɆɩȫɡɁɕᶥ֛ Ҳ 

・学校 
・個人 
・企業 
・団体 

南開工業 
 
 

世界の子どもに  
ワクチンを 
日本委員会 

 （JCV） 

世界の 
子どもたち ɭȭȿɱ 

͑ 

ȫɡɁɕș
ȈȒ 

ȫɡɁɕșԍ ǯǞƲɨȳȢȭɩᵀᴜ 
ȦȱȮɁȸ ș̸Ȓ 

ȫɡɁɕ ș  
ḸףǞɭȭȿɱ
̈ șὫ̂ 

ペットボトルキャップがワクチンになるまでの流れ 

ǯǞǭПѫ ǠȒ̝ ǿṸԁ 

                               0                                                                                       

Ǒ Ǩ Ȇ 
 

Ɵ ȦȱɇɧȢɔ Ҳ  

Ǒ ǒȑ ș
► HPʣǲ 

 

[ὕ ]  

201 ₴↓                   

使用電力量 28.9％削減（2010年度対比） 

[ Ȧɋ ]  
ǲȏȒȦɋɩȬɶ̓ ǵԍ ǮǶ 

1500 j Ǯǉȑ  Ƽ ὑ˗ ƽǲǶ ►   
ǞȅǢȚǓƲ Ȧɋ ҲǶ ǲ ǞǭǋȅǠƳ 

   

[ὕ ˗ ]  

ҵǲ̓ ǠȒɆɧɁȭȋ Ƕ
ṑר ǵϮȓǦ ʰǲЊȓ ǏƲ

CO 2 ї ǵѹ ǯẏ ǵ ș
ᶫǪǭǋȅǠƳ 

ȅǦƲȦȱɇɧȢɔ șὕ ǞƲὄЋ
Ǯ̭ ǱɇɧȢɔșⱲǓǘǭǋȅǠƳ 

  



 ᷂Ḣ ṑ Ҳ 

ǵỒ ѼǲƲ›ḹק ǵ
șǞǭǋȅǠƳ 
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ǵȢɗɱɆǲᶥ֛BOX ș ǞƲ̝
ḹǵ ӓǯ ȲɝǵѝѩǵӲҘșǞ
ǭǋȅǠƳ 

ὰṲɓȢɩɞɹ ʺσǵ ♄Ạ˿̝
ǲǭ ǍƲӳ ș ȓȒ ′ ǋǲ
ǉȒ ♄ǵ ɵ џȑǲ֓қǞǭ
ǋȅǠƳ 

Ƽ ȑƽ ˓♥ǵ̝ḹǵ   
ǲӲҘǞǭǋȅǠƳ 

「Think globally, Act locally」 

ẞ′ Ỗᴣ̝ǯӲὑș ǺƲ ɵӲҘǞǱǓȐ 
♫ ᴣǵὤ↨ ș ǠȒ˗ ǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ 

2008 ₴12 8  
 
̝ ǵẃ ȑȋ ȑƲἶ ɆȢɪ ǱǰƲ 
♫ ᴣǵἧ͑ǦǨȉʝ ǲ֓қǞǭǋȅǠƳ 

 ᷂Ḣ ̝ Ҳ 

ὕ ǵ̱ Ǳǰș ǞǭƲϐǖǚǯǵ ƲҽҥǵᵗǺȋԝǞǜșἶǺƲ
ѝǵ ǔ ș ǏƲ ⁫ǵ Ҙȋ ǲǫǋǭר ǏȒ˗ș ǲƲ
̱ ἶ ǯǞǭƲ ǵʴἶ ǒȐ ♪ǜȚș֞ǘЊȓǭǋȅǠƳ 

ƞ ẞ′ Ƽὤ↨ ӲҘ˗ ˗ ƽǿǵӲҘ 

ƞ ›ḹק  ƞ ♄Ạ˿̝ 

ƞ ȢɗɱɆǮǵ ӓ ǵᶥ֛ѝѩ 

ƞ ȑ̝ḹǵ  

ƞ ǵ ἶ ɵʴἶ Ƽ ̱ ἶ ƽǿǵӲҘ 

 ᷂Ḣǯǵȱɝɣɉȯɶȵɥɱ 

ƞ Ƽ ȑƽ ƞ ӳ ⁸Ƽǋǔǋǔβ∆ɓȥȷȽƽ 

ӳ ⁸ǵĝǋǔǋǔɓȥȷȽĞǲ֓қ
ǞǭǋȅǠƳ 

ǵĝ ȑĞǲƼӳ ƽǯǞǭ
֓қǞǭǋȅǠƳ 

ӳ ⁸ǵĝ ṑɓȥȠĞǲї᾽֓қ
ǞǭǋȅǠƳ 

ƞ ᷂Ḣ ̱Ƽ ṑɓȥȠƽ 

┃ 社会貢献活動                  0                                                                                                                         

ǉǟǜǋ ȑ♥ǵǉǟǜǋ҆ὑǲ
֓қǞǭǋȅǠƳ 

ƞĝǉǟǜǋЏᶸɵ Ğǵǉǟǜǋ҆ὑ 
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ǵἶ ǵɆȢɪ șƲϼ Ʋ ♪Ʋ
ͪ ǵ ǯВǲὕ ǞǭǋȅǠƳ 

ǵʝ ǯǞǭǋȒἶ ȉǉȑȅǠƳ 

Ƽǉǟǜǋ ȑƽ σǲֻȖǢƲ һ
100 Ǯ׀ ḹ ǵ ǵ ֥ǯǱȒ ɵ

ɵ ǵ ǵɆȢɪȋ ɵ
ǵ ș ǪǭǋȅǠƳ 

 ⁫  

ƞ ἶ ǵɆȢɪ ʹ 

ƞ ǉǟǜǋ ȑ  

⁫ ɵ ̝ Ҳ֓қ ₴ ᷀ 

Ū ȑ 1988 ₴      3,014 94      ׀  ׀

ū›ḹק  1995 ₴   24,866 50       ׀  ׀0

Ŭǉǟǜǋ ẋ ɵ  1995 ₴    4,361 51     ׀  ׀

ŭ         1995 ₴      8,180 420       ׀  ׀

Ů ṑ ˗ 1997 ₴    σ        ₴1ᶥ 

ůἶ ɆȢɪ ʹ 1999 ₴   2,104 68         ׀  ׀

Ű᷂Ḫ̇ ˧ ̝ 2002 ₴    σ        ₴1ᶥ 

ű ♄Ạ˿̝ 2003 ₴   1,033 42             ׀           ׀

  ├֓қ   Ồ₴ 
  2019 ₴↓

֓қ   

┃ 社会貢献活動                   0                                                                                                                         

南開工業株式会社 

本社 

〒２５０-０１０３ 神奈川県南足柄市壗下３５０番地 
ＴＥＬ ０４６５-７３-２８２１(代) 
ＦＡＸ ０４６５-７４-０５５７ 
ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｅ-ｎａｎｋａｉ.ｃｏ.ｊｐ 


